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であった。二枚貝の殻が上部に打
上げられているなど、生きものに
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底生動物の出現種数 
（主に干潟生物市民調査の方法と環境省自然環境保全基礎調査の方法による） 

底生動物の種多様性が高い
ホットスポットが存在する！ 

ソース群集の確保 



ベントス・ホットスポットの存在 
干潟生態系は、人類に
さまざまなサービス（恩
恵）を提供している。 

生態系サービスを十分発揮させるために
は、生物生息環境としての干潟を保全・
再生することが必要＝生息環境の確保 

大震災の津波による被害の程度は干潟
ごとに異なっており、ベントスの生存状況
もさまざまである 
中には、種多様性が高いまま残された干
潟が存在する＝ベントスのホットスポット 

干潟が自己修復したり、新たに形成され
たりする可能性があるが、その場合、幼
生加入など、ベントスの回帰が必要 

津波後は 

ベントスの供給源
（ソース群集）を確保
することが必須 

干潟の回復過程で、
ベントスのモニタリ
ングが必要 



干潟の回復・再生に向けて 

• 干潟の現状把握 どこにどのような干潟が残されているのか 

• 地形や底生動物群集のモニタリング 
      撹乱の程度に依存して、底生動物群集の回復の仕方は異なるだろう 

• 底生動物供給源の確保・保全 
      メタ個体群の維持にとってソース群集は不可欠 

• 生態系の連続性の確保 
      ヨシ原・塩性湿地～干潟～アマモ場・藻場 

• 汽水域の確保・保全 汽水棲種にレッドリスト種が多い 

• 内湾や潟湖など波浪の弱い浅海域の修復 
      砂泥底、泥底における埋在種の生息場所の確保 

 



干潟底生生物に関する市民調査の方法 

調査前のガイダンス 



●他の地域と比較できる、ある程度 
  再現性のある手法が望ましい 
●未経験者でも取組みやすい手法 
  でなければならない 
●調査用具が入手しやすいこと 

干潟の保護・保全のためには地域住民が主体となった日常的な 
取り組みが重要 
→市民による底生生物群集調査のための手法を構築 
→市民調査手法を解説したガイドブックを作成 

はじめに 
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発行：日本国際湿地保全連合 
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調査対象干潟を「調査地域」とし、その中にいくつかの「調査地点」を設定 
（干潟の広がりや環境傾度を勘案） 

手順 1 

ひとつの調査地点において、1 名あたり50m四方を目安として探索する 
（８名以上を基本とする、４名で２回行っても良い） 

手順 2 

河口干潟 前浜干潟 



底土表層を15分間歩き回って探索し、見つけたベントスをポリ袋に入れる 

手順 3 
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小型スコップや溝堀ショベルを用い、底土の掘返しを15 回行い 
見つけたベントスをポリ袋に入れる  
（１回の掘返しの目安は直径15 cm、深さ20 cm） 

手順 4 
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ポリ袋に入れたベントスをフルイに入れてすすぎ、泥を落としてから 
白色トレーなどに移して、種の同定を行う 
（過去の出現種リストや「干潟生物調査ガイドブック」の図鑑を参考にする） 

手順 5 

同定した種を各人が「ベントス調査表」にチェックする 
調査表にないベントスはメモ欄に記入する 
（同定困難な場合は経験者や専門家に尋ねる） 

手順 6 





（東日本編） 

ベントス調査票 



８名分の調査表をまとめ、「調査地点の表」を作成 
複数の調査地点があった場合は「調査地域の表」にまとめる 

手順 7 

「調査地域の表」で出現した総種数が、その干潟の種多様性 

出現頻度のランクは： 
チェック数が70％以上 ―――――――――― 優占種 
チェック数が10％以上で70％未満 ――――― 普通種 
チェック数が10％未満（あるいは１人だけ） ―― 少数種 

「ベントス調査表」掲載種のうち、出現した種の割合は、 
その海域内における生息場所としての重要性を示す指標になる 

手順 8 



表層探索15 分、掘返し15 回を実施した場合の出現種数の積算値の例 
（８名で全出現種数の80％を超えた） 

調査人数： 経験者10 名 
    ＋ 未経験者 7 名  

調査場所：徳島県 
 阿南市大潟干潟 

市民調査の例 

総出現種数： 42種 
平均発見種数：9種/人 

80％ 



①調査を始める前に、ベントス調査表とガイドブックをもとに 
専門家あるいは調査経験者が事前にレクチャーを行うと 
調査はスムーズに進行する 
調査手法を解説したDVDを見るのも有効 
 
②掘返しの調査においては、小型スコップと溝堀ショベルを使うことでの 
出現種数の比較を行ったが、差はでなかった 
（発見率に差はあるものの、８名のうち誰かが見つけることが多い） 
 
③ベントス調査表は、調査する干潟が異なる海域に属する場合には 
その海域に出現する可能性のある種類をもとに新たに作成する必要がある 
 
④小中学生が調査を行う場合には、ベントス調査表にあるベントスのうち 
比較的大型で発見しやすい種類を選定して作成した 
「実物大ベントス図鑑（ラミネート版）」を利用して、生きもの探しゲームを実施する 
ことで、ベントスに対する興味を持ってもらうことが可能である 

調査の留意点 



●８名で調査することを基準 
→調査者によるデータのばらつきを排除でき、表層探索時間と 
  底土掘返し回数を一定にしたことから、再現性を有する 
 
●調査表を集計して出現頻度の評価を行う 
→優占種や少数種の判断は客観性がある 
 
●ガイドブックを利用 
→未経験者でも取組みやすく、モニタリング手法として有効である 

まとめ 

問題点 

●未経験者の場合、同定が困難な場合がある 
→専門家の参加があれば、あるいは現地での調査経験者や
調査リーダーがいれば確認することができる 
→ガイドブックの充実をはかる 



目視では判別がつきにくい分類群 

●ヨコエビ類は、現場で判別するのは無理である。 
 
●ゴカイ類は特徴的ないくつかの種群を除き、判別は難しい。 

●結局、未経験者でも判別しうるのは、這い回っている巻貝類、 
 潜っている二枚貝類、巣穴を掘るカニ類が主体になる。 
 
●初級編、中級編、上級編に分けた方が良いかも知れない。 



モニ1000と市民調査での出現状況の比較  

市民調査の方法で発見できなかった種は 
 
 ◆目視では見つけにくい種 
 ◆特殊な生息場所にいる種 
 ◆良く似ているものがいる種 
 
 
モニ1000干潟調査の方法で発見できなかった種は 
 
 ◆まれにしか存在しない種 
 ◆もともと棲息密度が低い種 

干潟に棲息する底生動物の種多様性を把握するという観点からは、 
市民調査の方法は、モニ1000干潟調査の方法を補完しうる方法？ 


